[bookmark: _GoBack]様式１－２
【取組主体→事業実施主体】

令和　　　年度県産飼料生産・利用拡大促進事業に係る飼料生産・利用拡大計画

（事業実施主体）御中
（取組主体）
住所
氏名

１　３か年の飼料作付計画
	取組年度
	取組内容（飼料の種類、作付面積、作業内容等）

	現状
(○年度)
	

	１年目
(○年度)
	

	２年目
(○年度)
	


	３年目
(○年度)
	




２　飼料供給元・供給先（飼料生産者からの飼料受入、または、生産した飼料の畜産農家への供給について中長期的（３年以上）に継続すること）
（１）供給元・供給先の概要
	
	供給元・供給先
	供給内容
	広域
流通※3

	
	供給元(飼料生産者)または
供給先(畜産農家)氏名
	供給先
の畜種
	供給先
頭羽数
	自給飼料必
要量(t/年)
	飼料の
種類
	作付面積
(ha)※1
	収穫量
(t/年)
	取組
期間※2
	

	現状
(○年度)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	１年目
(○年度)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	２年目
(○年度)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	３年目
(○年度)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


※１　稲わら収集の場合は、収集面積を記載すること。
※２　供給先と連携する期間を記入（例：○○年まで 等）
※３　広域流通推進特別枠の場合、供給先のうち他協議会等との連携による広域流通の
取組に○を付けること。

（２）飼料供給元または供給先のうち、新たな連携により広域流通する連携先協議会等名（広域流通推進特別枠の場合
	




　
３ 機器・設備導入に要する経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円）
	取組内容
	内容
	総事業費

	
	
	
	県補助金※１
	その他

	(１)機器・設備導入（通常枠）
	
	
	
	

	(２)機器・設備導入（広域流通推進特別枠）
	
	
	
	

	　　　　　計
	
	
	
	


※　積算内訳、見積書の写し等を添付すること。
※1 補助率は1/2以内とし、通常枠は補助金上限100万円、広域流通推進特別枠は補助金上限500万円

４　機器・設備導入計画
	対
象
機
器
・
設
備
	機種名
	　
	数量
	　　　台

	
	型式名
	　

	
	対象作物、対象作業
	　

	
	利用計画面積
	　　　　　　　　　　　　　　　　（ha）

	
	選定理由
	

	
	能力決定根拠
	

	
	同様な作業機械の保有状況
	有・無
	(有の場合：型式・利用面積・取得年月・台数など)
　

	
	新品・中古の区分
	

	
	
	中古の場合、残存年数※1
	

	購入価格（税抜）　①
	（円）

	購入価格（税込）
	　（円）

	補助申請額　　①×1/2以内※2
	　（円）

	購入物件保管場所
	　

	備考※3
	　


※1　中古の場合、法定耐用年数から経過年数を差し引いた残存年数（年単位とし、１年未満の端数は切り捨てる）が、２年以上の場合に限る。
※2　補助率は1/2以内とし、通常枠は補助金上限100万円、広域流通推進特別枠は補助金上限500万円
※3　中古の場合、中古でなければ導入が困難である理由を記載すること。

（既存施設の補改修または既存施設を借用する場合：ストックヤード(飼料保管施設)に限る）
	施設名
	

	住所
	

	施設の規模、機能
	(面積)　　　、(機能)

	保管する飼料の種類、量
	(種類)　　　、(量)　　　t　(作付面積)　　　ha相当

	選定理由
	

	補改修の内容（補改修の場合）
	

	補改修費用又は利用料※4（税抜）①
	（円）

	補改修費用又は利用料※4（税込）
	　（円）

	補助申請額①×1/2以内※5
	　（円）

	備考
	　


※4　利用料の場合は、１年目のみ支援することとし、複数年の継続支援は対象としない。
※5　補助率は1/2以内とし、補助金上限500万円

５　添付書類
　　・カタログ
　　・見積書
　　・事業参加に係る確認及び個人情報の取扱いに関する同意書
